屋根雪に関する覚書
　このたび建築主　　　　　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）が、建築物を建築するにあたり、　　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）との間において屋根雪処理に関して下記のとおり覚書を交換する。

記

　１　建築物の概要

　　(1) 甲の物件

	項　　　目
	摘　　　　　　　　　　　　要

	建築場所
	魚沼市　　　　　　　　　　　　番地

	用途・構造
	用途　　　　　　　　　　　　　　構造

	建築・延面積
	　建築面積　　　　　　　　　㎡、延面積　　　　　　　　　　　㎡


　　
(2) 乙の物件　（土地又は家屋の地番）

　　　　①魚沼市　　　　　　　　　　　　　　　番地
　　　　②魚沼市　　　　　　　　　　　　　　　番地
　　　　③魚沼市　　　　　　　　　　　　　　　番地

　２　甲は、自然落雪式屋根構造にするにあたり、以下の事項を遵守する。

　　 (1)　甲の屋根雪が落雪後、乙に迷惑のかからないようにします。

　　 (2)　乙に迷惑がかかる恐れがあるときは、甲と乙が協議のうえ、甲の責任において速やかに

対処します。

　　

　３　乙は、甲が上記事項を遵守することを条件として、自然落雪式屋根構造にすることを承諾する。

　４　甲及び乙がこの覚書に係る物件を第三者に譲渡する場合は、この覚書も承継するものとする。

　５　この覚書に定めのない事項及び疑義が生じたときは、甲・乙協議のうえ誠意をもって解決にあたるものとする。

　６　この覚書の証として本書２通を作成し、甲・乙記名押印のうえ各自１通を保有する。

　　　　　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　甲　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　乙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)　
